平成２５年第４回奥多摩町議会定例会　会議録
１　平成25年12月10日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　加藤　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課長　井上　永一君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　須﨑　政博君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

平成２５年第４回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]

平成25年12月10日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成25年12月10日～12月17日（８日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　　３番　高　橋　邦　男　議員
会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　　４番　原　島　幸　次　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第77号
	奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例
	原案可決

	７
	議案第78号
	奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
	原案可決

	８
	議案第79号
	奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例
	原案可決

	９
	議案第80号
	　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	10
	議案第81号
	奥多摩町職員の分限に関する条例
	原案可決

	11
	議案第82号
	　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約
	原案可決

	12
	議案第83号
	　東京都市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約
	原案可決

	13
	議案第84号
	　東京都市町村公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約
	原案可決

	14
	議案第85号
	平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	15
	議案第86号
	　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	16
	議案第87号
	　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	17
	議案第88号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）
	連合審査会
付託

	18
	議案第89号
	平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算
（第２号）
	連合審査会
付託

	19
	議案第90号
	　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
	連合審査会
付託

	20
	議案第91号
	名坂線林道開設工事請負契約の変更について
	原案可決

	21
	―――
	陳情書の受付について
	――


　　（午後１時57分　散会）

午前10時00分　開会・開議
○議長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。
　これより平成25年第４回奥多摩町議会定例会を開会します。
　直ちに本日の会議を開きます。

日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

本件につきましては、会議規則第122条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、
３番　高橋邦男議員、
４番　原島幸次議員、
以上の２名を指名します。

次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

本件については、去る12月３日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長、清水典子議員よりご報告願います。清水典子議員。

〔議会運営委員長　清水　典子君　登壇〕

○議会運営委員長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長報告。
　平成25第４回奥多摩町議会定例会の運営について、去る12月３日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。
　初めに、本定例会の会期でありますが、本日12月10日から12月17日までの８日間とすることに決定しました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定表をごらんください。
まず本会議について、本日、10日の本会議でありますが、上程された議案は町長提出議案15件であります。

次に、12月13日は本会議２日目でありますが、一般質問を行います。通告者は７名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるようご協力お願いいたします。
次に、12月17日の本会議３日目は、本定例会の最終日であります。連合審査会に付託して審査が行われた平成25年度補正予算の６議案の採決を行い、閉会する予定です。

次に、連合審査会は、12月11日に開催し、各常任委員会合同で、平成25年度補正予算６会計の審査及び採決を行います。

次に、各常任委員会は、本定例会に対し提出された陳情１件の審査のため、経済厚生常任委員会を12月11日、連合審査会終了後開会し、審査を行うことと決定しております。

次に、議案の取り扱いについて申し上げます。配付してあります提出案件及び上程別採決別一覧表をごらんください。

議案第77号から議案第81号までの条例の制定及び一部改正の５議案については、単独上程の即決。

議案第82号から議案第84号までの規約の一部改正の３議案につきましては、関連があることから一括上程として、採決についてはそれぞれ即決。

議案第85号から議案第90号までの平成25年度補正予算の６議案については、一括上程とし、各常任委員会合同の連合審査会に審査を付託することに決定しております。

また、議案第91号の契約案件については単独上程の即決と決定しております。

次に、議員提出議案第２号及び第３号については、本日本議会終了後、全員協議会を開会し協議の上、本定例会最終日の12月17日に上程し、採決することと決定しております。

以上が、本定例会の会期、日程と議案の取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員会委員長の報告といたします。

○議長（前田　悦男君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。
　お諮りします。本定例会の会期は本日から12月17日までの８日間とし、議案の上程別及び採決別についても、合せて委員長の報告のとおりと決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から12月17日までの８日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程については、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりです。

　次に、日程第４　議会関係諸報告ですが、議会関係の閉会中の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりです。

　次に、閉会中に秋川流域斎場組合議会、及び西秋川衛生組合議会、並びに秋川衛生組合議会が開かれておりますので、その概要について、まず、秋川流域斎場組合議会定例会について、高橋邦男議員からご報告願います。
〔３番　高橋　邦男君　登壇〕

○３番（高橋　邦男君）　では、平成25年第２回秋川流域斎場組合議会定例議会の報告をいたします。

去る10月15日午前10時から、秋川流域斎場組合会議室において定例議会が開かれ、町からは、町長、酒井議員と私高橋と宮田住民課長が出席しました。

　議長が空席のため、丸山副議長が登壇し議長選挙まで担当するとの挨拶の後、日の出町議会の異動がありました関係で、管理者以下全員の自己紹介を実施し議事に入りました。

　全議員出席のもと、日程第１　秋川流域斎場組合議長の選挙では、従来どおり指名推薦により決定するとのことで、日の出町、星野町議を副議長の指名推薦により、全員異議なしにより当選されました。

　副議長退席の後、星野議長より挨拶があり、次に日程第２　議席の指定では、現在着席されている席を指定とすることで決定され、日程第３　会議録署名議員の指名では、３番　田中千代子議員、４番　村木英幸議員が指名され、次に日程第４　会期決定では、異議なく本日１日限りと決定されました。

　次に、日程第５　諸般の報告では、管理者から第２回定例会の開催に当たりお礼の後、日の出斎場の運営が順調に稼働していることのほか、平成25年４月からこの９月までの火葬状況は、あきる野市340件、日の出町112件、檜原村34件、奥多摩町62件、組合外78件の合計626件で、平成24年度と比較して55件の増となり、式場の利用状況は、あきる野市102件、日の出町47件、檜原村4件、奥多摩町12件、組合外11件の合計176件と、平成24年度と比較して12件の増ということとなっています。この12月から来年３月までの間、順次３基の火葬炉の改修を行うため、１日５件の火葬を見込んでいる。また、斎場は現在黒字となっており、今後も組合皆様の安全・安心の施設運営を第一に考え対応していくとの挨拶がありました。

　次に、日程第６　議案第10号　専決処分の報告及び承認を求めることについて、内容としては秋川流域斎場組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例においてですが、都の職員の給与の改定に伴い、当斎場組合も日の出町の改定に従って改正するものと報告があり、質疑、討論もなく、採決した結果、原案のとおり承認されました。

　次に、日程第７　議案第11号　平成24年度秋川流域斎場組合会計歳入歳出決算の認定については、質疑、討論もなく、採決した結果、原案のとおり承認されました。

　次に、日程第８　議案第12号　平成25年度秋川流域斎場組合組織市町村負担金の変更については、奥多摩町の加入により1,120万円増の1億5,620万円となる負担金の報告の後、質疑、討論もなく、採決した結果、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第13号　平成25年度秋川流域斎場組合会計補正予算（第２号）では、既定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億507万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億8,639万7,000円と定め、歳入内訳では、分担金負担金を1,120万円増と使用料及び手数料120万円減、繰越金1,307万6,000円増、組合債8,200万円増の内訳で、歳出では、議会費８万9,000円の増、総務管理費で斎場用地買収費などで１億420万7,000円増、保健衛生費78万円の増の説明の後、質疑、討論もなく、採決した結果、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議案第14号　土地の取得について、秋川流域斎場組合事業用地を取得する必要があるということで、議会の議決に付すべく土地の所在は、西多摩郡日の出町大字平井字谷戸3091番１他７筆、地籍２万2,127.46平米、取得予定価格１億1,063万7,300円で、契約の相手方は東京たま広域資源循環組合との報告の後、質疑、討論もなく、採決した結果、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第15号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の増加及び東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更については、この組合に多摩六都科学館組合が加入することと、阿伎留病院組合の名称変更及び用語の整備に伴い組合規約の一部を変更することの説明の後、質疑、討論もなく、採決した結果、原案のとおり可決されました。

　また、議会閉会後、事務局から斎場施設の長期修繕計画の説明があり、特に質問もなく、平成25年第２回秋川流域斎場組合議会定例議会を閉会しました。

　以上で、組合議会定例議会の報告を終わりにします。
○議長（前田　悦男君）　秋川流域斎場組合議会の概要報告は以上のとおりであります。

　次に、西秋川衛生組合議会議員、須崎　眞議員からご報告願います。須崎　眞議員。

〔９番　須崎　　眞君　登壇〕

○９番（須崎　　眞君）　平成25年第２回西秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。
　去る10月15日午後１時30分から、西秋川衛生組合会議室で開かれ、町からは、町長、前田・杉村議員、私須崎と宮田住民課長が出席しました。
　全議員出席のもと、清水議長より開会の挨拶の後、橋本副管理者が公務により欠席報告と、日の出町議会議員の自己紹介があり、青鹿和男議員、川脇敏徳議員、浜中映慈議員の３名の議員の紹介がありました。
　次に、日程第１　議席の指定では、７番青鹿議員、８番川脇議員、９番浜中議員の指定が議長より報告がありました。

　次に、日程第２　会議録署名議員の指名では、13番杉村議員、14番前田議員が指名され、次に、日程第３　会期の決定では、本日１日限りと決定しました。
　次に、日程第４　諸般の報告では、事務局長から平成25年10月８日に告示第４号で招集しました、平成25年第２回定例会の告示を行い、議案第７号他５件の議案を上程したとの報告の後、臼井管理者から、足元の悪い中で出席いただいたお礼と、10月半ばとなり紅葉も進んできている、また、日の出町議会の改選があり３名の議員が就任したこと、及び副議長の選挙が行われる報告がありました。現在建設中の西秋川衛生組合新炉の状況報告では、10月１日に電気が通じ、12月18日に火入れ式を予定し、１月６日から新しい分別基準が始まり、奥多摩町からもごみの搬入が開始となり、３月末完成式典を予定しているとの報告がありました。
　次に、日程第５　副議長の選挙では、従前からの申し合わせにより、日の出町議会議員の中から指名推薦で決定することになっており、議長から青鹿議員の指名推薦があり、青鹿和男副議長が当選し、その後、副議長から挨拶がありました。

　次に、日程第６　議案第７号　東京都市町村議員退職手当組合規約の変更については、管理者の説明の後、質疑もなく、採決した結果、原案のとおり可決しました。
　次に、日程第７　議案第８号　東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更については、管理者から阿伎留病院組合より、地方公営企業法に規定する企業団へ移行することに伴い、この委員会から脱退したいとの申請があったため、阿伎留病院組合を削除する説明の後、質疑もなく、採決した結果、原案のとおり可決しました。
　次に、日程第８　議案第９号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の増加及び東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更については、この災害補償等組合に多摩六都科学館組合が加入するほか、阿伎留病院組合の名称変更及び用語の整備による変更が生じ、組織団体を構成団体に改め、阿伎留病院組合を阿伎留病院企業団に改める説明の後、質疑もなく、採決した結果、原案のとおり可決しました。
　次に、日程第９　議案第10号　平成24年度西秋川衛生組合会計歳入歳出決算の認定については、管理者から歳入総額は33億7,234万8,030円とするもので、その内訳は負担金18億6,609万9,000円、国庫支出金8億2,080万5,000円、財産収入200万2,093円、繰入金１億1,591万5,000円、繰越金5,647万9,698円、諸収入１億9,764万7,239円、組合費３億1,340万円となり、歳出総額は33億2,434万1,506円とするもので、その内訳は会議費85万761円、総務費4億4,052万240円、廃棄物処理費28億1,489万9,908円、公債費6,807万597円の説明がされた後、質疑もなく、採決した結果、原案のとおり決定しました。
　次に、日程第10　議案第11号　平成25年度西秋川衛生組合組織市町村負担金の変更については、4,117万8,000円を減額し、7億6,402万4,000円とするもので、その内訳はあきる野市が3,027万7,000円の減で、日の出町が683万6,000円の減、檜原村が198万2,000円の減、奥多摩町は208万3,000円の減となるとの説明の後、質疑もなく、採決した結果、原案のとおり可決しました。
　次に、日程第11　議案第12号　平成25年度西秋川衛生組合会計補正予算（第１号）では、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ715万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ54億7,254万2,000円とする説明があり、内訳は負担金の4,117万8,000円の減と繰越金の４万3,006円の増が主なものとの説明の後、質疑もなく、採決した結果、原案のとおり可決しました。

　以上で、平成25年第２回西秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

　次に、平成25年11月26日午前9時30分から行われました、西秋川衛生組合議会議員全員協議会では、衛生組合で焼却された焼却灰の埋め立てを行っております、第２御前石最終処分場の地下水集水排水管からの水質についての報告がありました。地下水の電気伝導率の値が極端に上昇したことで、シートからの漏れが考えられることであるが、ダイオキシンの濃度も環境基準の1,000分の１の値で、現在のところ水質に問題がある状況ではないが、水質を毎日観測し、問題がある場合は速やかに報告するとともに、セメントミルクの注入や処分場の掘り起こしなどの方法により補修をするなどの対応を行うとの説明がありました。その後の質疑では、組織市町村議会議員からの質問もありませんでした。
　次に、新焼却施設の火入れ式が12月18日に施工業者の主催で行われるほか、12月21日には地元３自治会を対象に内覧会が開催され、翌日22日には、組織市町村住民を対象に内覧会が行われます。また、新焼却施設の完成式典が3月29日午前10時から関係者により行われる報告がありました。
　以上で西秋川衛生組合議会報告を終わります。以上です。
○議長（前田　悦男君）　西秋川衛生組合議会の概要報告は以上のとおりであります。

　次に、秋川衛生組合議会議員、師岡伸公議員からご報告願います。

〔７番　師岡　伸公君　登壇〕

○７番（師岡　伸公君）　それでは、平成25年第２回秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。

　去る10月28日午後1時30分から、秋川衛生組合で開かれ、町からは、町長と石田議員、竹内議員、私師岡と、宮田住民課長が出席しました。

　議会開会前に、日の出議会構成員の変更で、小玉議員、神田議員、田村議員３名の紹介があり、議会終了後、全員協議会を開催する報告と、その後、議長の開会の挨拶の後、13名の出席で、定足数に達しているため定例会を開催する議長宣言がありました。

　日程第１　議席の指定では、日の出町議の構成員の変更により、議長から報告があり、秋川衛生組合条例第３条第２項により、現在着席している席を議席と指定されました。

　次の日程第２　会議録署名議員に、12番、私師岡と、13番、石田芳英議員の指名が行われ、次の日程第３では、会期が本日１日限りと決定されました。

　次の日程第４　諸般の報告では、事務局長より10月21日に定例会の招集報告の後、臼井管理者より平成25年第２回秋川衛生組合議会定例会の開催と、台風26号により大島町に甚大な被害があり、犠牲者のご冥福を祈るほか、この９月には日の出町議会の構成員の変更の報告がありました。近況報告では、施設の運営に問題はないが、施設が老朽化し、また、投入量が減少しているため、施設規模に対し適正に維持管理ができない状況であるため、平成24年に秋川衛生組合施設再構築検討委員会を立ち上げ、処理センターの検討を現在進めている。本日は６件の議案の上程をしているので、審議をお願いするとの報告がありました。

　次に、日程第５　議案第６号　東京都市町村職員退職手当組合規約の変更について、を議題にし、管理者から提案説明がありました。阿伎留病院が平成25年８月１日をもって名称を変更したこと、及び東京都市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する必要があり、組織団体の名称を構成団体に改め、阿伎留病院組合を阿伎留病院企業団に改めるなどの説明の後、質疑に入り、質疑なし及び討論を省略し、異議もなく、挙手多数により原案のとおり可決しました。

　次に、日程第６　議案第７号　東京都市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び東京都市町村公平委員会共同設置規約の変更について、を議題にし、管理者から提案説明がありました。阿伎留病院から企業団へ移行することに伴い、平成25年７月21日に東京都市町村公平委員会の共同設置から脱退したいとの申請があり、規約を変更する必要が生じたため、の説明の後、質疑に入り、質疑なし及び討論を省略し、異議もなく、挙手多数により原案のとおり可決いたしました。

　次に、日程第７　議案第８号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の増加及び東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について、を議題にし、管理者から提案説明がありました。この組合に多摩六市科学館組合が加入することのほか、阿伎留病院組合の名称変更及び用語の整備に伴い、この組合の規約の一部を変更する必要が生じ、組織団体を構成団体に改め、阿伎留病院組合を阿伎留病院企業団に改め、稲城・府中墓苑組合を稲城・府中墓苑組合、多摩六市科学館組合に改める説明の後、質疑に入り、質疑なし及び討論を省略し、異議もなく、挙手多数により原案のとおり可決いたしました。

　次に、日程第８　議案第９号　平成24年度秋川衛生組合会計歳入歳出決算の認定について、を議題にし、管理者から提案説明がありました。歳入では分担金１億8,900万円、繰越金1,912万8,814円、諸収入５万6,963円で合計２億8,018万5,777円となり、歳出では議会費、議員報酬費などで82万2,178円、事務所費では職員の人件費、施設運営費などで１億9,223万6,542円と、合計で１億9,305万8,720円となり、差し引き1,512万7,057円を平成25年度に繰り越す説明がありました。
その後質疑に入り、あきる野市子籠議員より質問があり、議事録速記委託料の名称について、予算執行の内容に合わせた項目変更する必要があるのではとの質問に対し、議事録資料作成委託料に変更する答弁がありました。次に、複写機等使用料について、当初予算より増額している理由はとの質問について、コピーの使用の増加によるものと答弁があり、その後、質疑、討論もなく採決した結果、挙手多数により原案のとおり認定されました。

　次に、日程第９　議案第10号　平成25年度秋川衛生組合組織市町村分賦金の変更について、を議題にし、管理者から提案説明がありました。変更前２億円に対し1,360万円減額の１億8,640万円とするもので、あきる野市は844万8,000円の減、日の出町は134万2,000円の減、檜原村は108万8,000円の減、奥多摩町は、272万2,000円の減とする説明の後、質疑に入り、質疑なし及び討論を省略し、異議もなく、挙手多数により原案のとおり可決いたしました。

　次に、日程第10　議案11号　平成25年度秋川衛生組合会計補正予算（第１号）について、を議題とし、管理者から説明がありました。歳入歳出予算の補正額は、歳入歳出それぞれ734万3,000円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億154万4,000円とするもので、歳入で補正前の額は２億888万7,000円で、734万3,000円を減額し、２億154万4,000円とするもので、分賦金1,364万円の減と繰越金625万7,000円の増を見込むもので、歳出では委託料で臭気・水質測定分析委託、施設整備計画調査等策定業務委託などで469万円の減と、工事請負費で生物処理槽縮小改良工事及び受水槽ポンプ更新工事などで265万3,000円の減を見込む説明の後、質疑に入り、質疑なし及び討論を省略し、異議もなく、挙手多数により原案のとおり可決いたしました。

　以上、平成25年第２回秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

　次に、引き続いて秋川衛生組合議会全員協議会が同会議室で開かれ、管理者から、本組合の施設は古いもので44年、新しいもので18年が経過し、非常に老朽化している。また、し尿及び浄化槽汚泥の搬入量は、下水道の普及により減少傾向が続き、施設規模が課題となっている。今後もさらに搬入量の減少が見込まれ、施設の更新と規模の適正化が喫緊の重要課題になっている。このようなことから、平成24年７月、構成市町村と組合により、秋川衛生組合施設等再構築検討委員会を設置し、汚泥再生処理センター整備基本計画を策定するための検討を進めているとの報告の後、組織市町村のし尿等の発生状況について説明がありました。各市町村の発生量の減少が続いており、平成24年度、全体で32.3キロリットルに対し、平成30年度では17.4キロリットル、平成40年度では8.3キロリットルの推計値があり、奥多摩町では8.9キロリットルに対し、平成30年度予想では、60％減少の3.5キロリットルと予想され、平成40年度は、さらに90％減少の0.9キロリットルが予想されている。処理区域の設定については、新施設で処理するし尿等は、これまで同様、組織市町村のあきる野市、日の出町、檜原村、奥多摩町とする。新施設の整備時期については、平成30年度の供用開始に向けて整備を行う計画であるとの説明がありました。
　施設規模の設定については、変動係数1.15を乗じて得た投入量により、１日当たり20キロリットルに設定する計画である。交付金については、循環型社会形成する、新交付金の対象事業である有機性廃棄物リサイクル推進施設として、交付限度額３分の１の補助金を受ける施設の計画で、現在、構成市町村から排出されるし尿等のほかに、奥多摩町にある小河内浄化センターから排出される汚泥を受け入れ、資源化設備を設置し、助燃剤を製造する計画である。処理方式は、これまで同様に河川放流する計画であり、今後のスケジュールでは、平成26年２月の定例議会で汚泥再生処理センター整備基本計画（案）を報告し、その後、構成市町村議会において基本計画の報告を行う予定である説明がありました。

　その後、質疑に入り、日の出町田村議員から質疑があり、投入量の単位についてと市町村の同意は取れているか、最終決定については、の質問に対し、事務局から単位は１日当たりの投入量となること、市町村の同意については、本日、正・副管理者会議で意思決定し、今年中に方針を決定する。また、最終決定については、正・副管理者により決定する答弁がありました。その後質疑もなく、全員協議会は閉会となりました。

　以上、平成25年第2回秋川衛生組合議会定例会及び全員協議会の報告を終わります。

○議長（前田　悦男君）　秋川衛生組合議会の概要報告は以上の通であります。
　以上で、議会関係諸報告は終わりました。

　次に、本定例会の開会に当たり、町長より挨拶があります。河村文夫町長。
〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

　平成25年第４回奥多摩町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　既にご通知を申し上げましたとおり、本日より地方自治法及び奥多摩町条例に基づき「平成25年第４回奥多摩町議会定例会」を招集させていただきました。

　初めに、清水　典子議員には議長として、須崎　眞議員には副議長として、長い間、町議会を代表し国・都、町内の問題等を含めて、要望、問題解決にご尽力を賜り、大変ありがとうございました。今後も町民の代表としてよろしくご活動いただきますよう、お願いを申し上げます。

　また、先日開催いたしました平成25年第２回奥多摩町議会臨時会において、正・副議長を始め各常任委員会正・副委員長以下の構成が決定されました。新たに就任されました前田悦男議長、師岡伸公副議長には、町が抱えている町内・外の問題、課題解決に向けて、実情を十分にご賢察いただき、行政と議会が車の両輪のように協力し合い、町政の進展に向かって議会の運営に、ご尽力を賜りますようお願い申し上げます。

　次に、町政をめぐる諸課題についての所見や報告を申し上げますとともに、今回の定例会に提案いたします案件について申し述べさせていただきます。

　師走に入り、寒い日が続いております。今年も余すところ三週間余りで新しい年を迎えようとしております。

　本年は将来に希望の持てる出来事として、９月７日、日本時間で８日未明に、2020年夏季オリンピック・パラリンピック競技大会の開催都市について、アルゼンチン・ブエノスアイレスで開催された第125次国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）総会で、ＩＯＣ委員による決選投票が行われ、日本・東京が開催都市に決定いたしました。

　1964年（昭和39年）以来56年ぶり、２回目の開催となったことは大変喜ばしく、全国民が感極まった感動の一瞬を迎えたことと思います。「オールジャパン」の総力で取り組み、日本・東京の魅力、大会ビジョン及びレガシー、コンパクトな会場配置など、「勝という気持ちの入った熱意や、情熱を持つ、誇りを持つ、誇りを持ったオリンピックムーブメント、そして何よりも全てにおいて安全・安心、おもてなしの心など」が、各ＩＯＣ委員を強く印象づけ、開催都市に至ったものと思っております。

　オリンピックは観客も含め、海外から多くの人が訪れ、奥多摩にも足を運んでもらええるよう、今後、住民皆様と一緒に「おもてなしの心」でお迎えしてまいりたいと思っております。

　次に９月７日には、第29回西多摩地区消防大会が羽村市富士見グラウンドで行われ、奥多摩町からは第２分団が小型動力ポンプの部、自動車ポンプの部に出場し、ダブル優勝となり、第14回大会（昭和58年）で青梅市消防団が優勝して以来30年ぶりのことで、同一分団での優勝は初めての快挙であったことは、まだ記憶に新しいことと思います。

　その後、10月27日に第43回東京都消防操法大会が東京消防庁消防学校で行われ、自動車ポンプの部に、島しょを含む市区町村の消防団から９隊が出場し、消防審査会が行われました。西多摩地区の代表として、奥多摩町からは町の優勝隊である第２分団が出場し準優勝となり、優秀な成績をおさめられました。住民皆様の安全・安心を支える消防団の活躍に心強く思うとともに、奥多摩町、西多摩地区、東京都消防操法大会と、長い期間にわたる訓練、大変お疲れさまでございました。また、住民の皆様の応援と、選手を支えていただいたご家族の皆様に感謝を申し上げたいと思います。

　次に、「10年に一度」とされる大型台風26号の大雨による伊豆大島の土石流災害では、死者、行方不明者が出ているところであります。お悔み、お見舞いを申し上げます。

　私も東京都町村を代表して、10月30日に大島町に入り、直接、現地の土砂災害の現状を確認してまいりました。また、東京都町村会では、西多摩地域と島しょ部の町村で、11月４日から９日までの間10名、11月20日から28日までの間４名、合わせて14名の職員を現地に派遣し、大島町の被害認定調査や建物被害程度を認定する「り災証明書」の発行などの支援を行ってまいりました。島民の皆様が一日も早く安心した生活が取り戻せますよう、願っているところであります。

　私は、現地の教訓から、台風等災害時の情報収集と合わせて、初動体制が安全・安心の重要性を大きく左右することから、当町においても台風や災害時等の初動体制として、防災行政無線による注意喚起を行うとともに、21自治会、29の集会施設を避難場所として開放できるよう、各自治会にご協力いただき防災行政無線による対応をしてまいりました。今後も防災行政無線による注意喚起や、避難場所の開放などの対応を行ってまいりたいと考えております。
　また、町職員による出動態勢として、情報収集、災害等発生から対応に関する従来の災害時職員対応マニュアルを見直し整備するよう指示したところでございます。住民皆様が台風等災害時にいつでも問い合わせができ、情報収集、情報提供ができる体制を確立するため、現在、その方法等について検討を行っているところでございます。

　次に、政府は10月１日の閣議において、消費税率を2014年（平成26年）４月に、現行の５％から８％に引き上げる方針を決定し、安倍総理は記者会見で、社会保障の財源を確保し財政再建を図るため、引き上げを決断したことを正式に表明いたしましたが、消費税の引き上げは1997年（平成９年）４月に３％から５％に引き上げられて以来、17年ぶり二度目となります。
　また、増税に伴う経済への影響を最小限にするため、12月５日に５兆5,000億円規模の新たな経済対策を閣議決定いたしました。新たな好循環実現のための経済対策では、東京オリンピック（2020年夏季オリンピック・パラリンピック）に向けた交通インフラ整備を含む公共事業などの効果が早目に現れる施策として、「競争力強化策」、「女性・若者・高齢者向け施策」、「東日本大震災からの復興」、「防災・安全対策の加速」、「低所得者・子育て世帯への現金給付」などが主な柱となっており、予算を重点配分すると示しています。税制面では賃上げ、設備投資を行った企業に対する減税を実施することを示しており、来年４月から８％に引き上げ、次に10％に上がっていくことについては、自民党税制調査会で議論していくこととなっております。消費税の10％への引き上げについては、「来年、景気がどうなっていくか見ていく必要もあり、国際的要因も必要など、いつ決めるかということを含めて検討していきたい」と述べております。経済情勢を慎重に見きわめる姿勢を強調されているものと思われます。

　次に11月の月例経済報告では、「景気は、緩やかに回復しつつある。」として、輸出が持ち直しに向かい、各種政策の効果が発現する中で、家計所得や投資の増加傾向が続き、景気回復の動きが確かなものとなることが期待されております。また、一部に消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要もあって、持ち直し傾向が続くと見込まれております。
　ただし、海外景気の下振れが引き続き我が国の景気を下押しするリスクとなっており、政府の基調判断が示されているところであります。
　政府は、大震災からの復興を加速させるとともに、デフレからの早期脱却と経済再生の実現に向けて全力で取り組みを行い、「経済財政運営と改革の基本方針」に基づき経済財政運営を進めるとともに、「日本再興戦略（三本目の矢・成長戦略）」の実行を加速し強化することとして、経済の好循環の実現に向け、経済政策パッケージを着実に実行することを期待するところであります。

　次に、当町における最近の行政報告につきましては、ご承知のように、ごみ処理事業につきましては、西秋川衛生組合組織市町村の同意及び地元自治会「あきる野市高尾・留原・網代」の人々のご理解をいただき、平成23年10月３日に東京都知事の許可を得て、正式に西秋川衛生組合に加入させていただき、ただいままで準備を進めてまいりました。本年第２回議会定例会において、「奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例」の改正案を提出し、平成26年１月から西秋川衛生組合へ一般廃棄物を搬入するため、排出方法及びごみ処理手数料について、月額制度から有料の指定袋制度へ移行する規定を整備し、可決をいただきました。
　第３回議会定例会においてもお話しさせていただきましたが、９月24日から10月30日までの間、21自治会を担当者が訪問し、ごみ処理方法の変更につきまして住民説明会を開催いたしました。また、地域の説明会に出席できない皆様を対象に、11月９日、10日の土曜・日曜日の午前・午後を通じて、福祉会館集会室、奥多摩文化会館視聴覚室を使用し説明会を開催いたしました。
　一方、10月18日には福祉会館集会室において、クリーンセンターへ直接持ち込んでいる事業者を対象に説明会を行い、11月７日には、同じく福祉会館集会室において小規模排出事業者を対象に説明会を行い、11月21日には、ごみ袋を取り扱う販売店を対象に説明会を行いました。その後、12月１日からは町内の各取扱店により販売を始めているところでございます。
　この間、各会場においては大勢の住民皆様、事業者の皆様、袋取扱店の皆様にご出席いただきました。この説明会では、住民皆様、事業者皆様が疑問に思うことなど、数多くのご質問をいただき、職員から回答させていただきました。いよいよ平成26年１月より西秋川衛生組合へ、可燃、不燃、資源ごみの試験搬入が始まりますので、４月１日以降、本格的な搬入に向けて、住民皆様には、なお一層ご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げるところであります。

　次に、本年は奥多摩都民の森「体験の森」が平成５年７月１日に開設し、平成18年度からは指定管理者制度により町が管理運営を行い、「森に触れ・森に学び・森を育てる」をテーマに、山村の生活体験や登山・自然体験及び森林作業体験など、年間を通したプログラムを企画実施し、20年を迎えました。これを記念し、私が選挙区の都議であります林田都議会議員、東京都の主管局長であります長谷川東京都環境局長を始め、多くの皆様にご出席を賜り「20周年の記念式典」を開催させていただきました。記念式典では、これまでの20年の経過報告と、ご来賓の祝辞、森づくり計画の発表を行い、代表者によるテープカット、ミツバツツジなどの記念植樹を行いました。
　今後も指定管理者として、これまでの20年の経験と実績を踏まえ、都市住民の皆様が自然に親しみ、林業の体験及び野外レクリエーションを通じて、森林・林業に係る正しい理解を深めるための学習施設とするとともに、合せて林業の振興と後継者育成を積極的に推進し、地域の活性化や地域の雇用の場など、この拠点施設を通じて森林を守り育てることの大切さを広く都民の皆様に発信してまいります。

　次に、「奥多摩水と緑のふれあい館」について、奥多摩の自然やダムの仕組みなどを紹介することを目的に、東京都近代水道百年及び小河内ダム竣工40周年記念事業として、奥多摩郷土資料館の建て替えを機に、奥多摩町と水道局が共同で建設し、平成10年11月27日に開館して以来、この11月で15周年を迎えました。11月９日には開館15周年記念行事として、今年度の入館者15万人を達成し記念セレモニーを行い、11月16日には吉田東京都水道局長、水道局の幹部の皆様を始め、大勢の皆様に出席をいただき、記念コンサート・写真コンテストの表彰式を行いました。これからも引き続き、「水と緑と奥多摩を再発見する場所、そして人と自然、都市と水源地のよりよい関係を考える場所」として、奥多摩の魅力を来館者にＰＲしてまいりたいと考えております。

　次に、中学校の統合についてであります。統合の時期、統合後に利用する校舎の検討経過及び教育委員会の方針決定については、９月３日に招集させていただきました総務文教常任委員会、また11月29日に招集させていただきました第２回臨時会後の全員協議会において、議員皆様にご説明させていただきました。統合時期は平成27年４月、統合後に利用する校舎は氷川中学校に決定させていただきました。今後は、中学校統合準備委員会を設置し、通学方法、学校名、学校運営等の必要事項を検討し、統合に向けた準備を進めてまいりたいと考えております。

　さて、今議会に町長提案として提出する議案は、条例の一部を改正する条例５件、規約の一部を改正する規約３件、補正予算６件、契約案件１件の計15件であります。ご提案いたします案件につきましては、議事日程に従い、案件ごとに担当課長から提案の説明を申し上げますが、私からはその概要につきまして申し上げます。
　議案第77号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例は、地方税法等の改正により、地方税法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、住民税に関し金融商品にかかる損益通算範囲の拡大及び公社債等に対する課税方式の変更が行われることと、住民税及び固定資産税における随時の納期の見直し、固定資産評価員の設置及び軽自動車税の減免について規定を整備するものでございます。
　議案第78号　奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、地方税法等の改正により町税賦課徴収条例の一部を改正することに伴い、国民健康保険税条例について規定を整備するものでございます。
　議案第79号　奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例は、公共下水道への放流水質の適合基準を追加し、消費税及び地方消費税について、税率変更にも対応できる規定を整備するものでございます。
　議案第80号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例は、奥多摩町犯罪のない安全・安心まちづくり条例に規定する、地域が連携して防犯意識の高揚と自主的な防犯活動の推進を図るために設置した、安全・安心まちづくり協議会の委員の報酬の規定を整備するものでございます。
　議案第81号　奥多摩町職員の分限に関する条例は、東京都人事委員会勧告で、職責・能力・業績主義の深化に向け、現在規定されている降任、免職、休職に加え、組織的な指導・育成の取り組みにもかかわらず、なお業績不良が改善されない職員への対応として、改善意欲を促すためにも、これまで未整備であった降給について規定するとともに、条例の全部を見直す必要があることから、規定を整備するものでございます。
　議案第82号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約は、多摩六都科学館が加入すること、阿伎留病院組合の名称変更及び用語の整備に伴い、規約の一部を変更する必要が生じたため、規約を整備するものでございます。
　議案第83号　東京都市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約は、阿伎留病院組合が、平成25年８月１日をもって名称を変更したこと及び所要の改正を行う必要があることから、地方自治法第290条の規定に基づき、規約を整備するものでございます。
　議案第84号　東京都市町村公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約は、阿伎留病院組合が平成25年８月１日をもって地方公営企業法に規定する企業団へ移行することに伴い、脱退したい旨の申請があったことから、規約を変更する必要があるため、地方自治法第252条の７第３項の規定に基づき、規約を整備するものでございます。
　議案第85号から議案第90号までにつきましては、現在執行しております平成25年度奥多摩町一般会計及び特別会計の6会計の補正予算案でございます。
　議案第91号　名坂線林道の開設工事請負契約の変更について、につきましては、「議会の議決に付すべく契約及び財産の取得又は処分に関する条例」の規定に基づき、工事請負契約の変更について議会の議決をいただくものでございます。
　以上、本議会に提出する町長提出案件の概要を申し上げましたが、ご審議の上、ご決定いただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。

　終わりに、厳しい社会情勢は依然として続いており、町の自主財源である町税は、年々減少していくことが予測されます。町の財政環境は依然として厳しい状況にあることから、今後もこれまでと同様に国・都に依存する割合は高く、歳入予算の６割以上が地方交付税を含む国・都支出金で占めている状況であることから、特に歳入予算の４割以上を占める東京都支出金の中でも、町の振興事業、財政状況、経営努力等を総合的に勘案して交付される「市町村総合交付金」をより多く確保することは、町の最重要課題である若者の定住化対策を始め、子ども子育て支援、少子化・高齢化対策、観光産業の振興、教育環境の整備、住民の安全・安心の確保等をより積極的に行うため、必要不可欠であると考えております。
　私は町長として、今後も財源確保のため、あらゆる機会を捉えて、町の抱えております地域の実情を東京都に対して理解してもらえるよう努力してまいります。また、みずからも事務事業の見直し等の内部努力に努め、行政改革により効率的かつ効果的な事務事業の執行を行うとともに、第４期長期総合計画を基本として、「生涯健康で自立してともに生きる奥多摩町」を目指していく所存でございます。

　議員皆様方には、なお一層のご理解、ご協力をお願い申し上げまして、第４回定例会の開会に当たりましてのご挨拶といたします。

○議長（前田　悦男君）　以上で、町長の挨拶は終わりました。
　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって午前11時25分から再開といたします。

午前11時09分　休憩

午前11時26分　再開

○議長（前田　悦男君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第77号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　議案第77号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例について、提案のご説明をいたします。
　理由としまして、地方税法等の一部を改正する法律（平成25年法律第３号）等の施行に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　条例の説明文もございますが、新旧対照表によりご説明申し上げたいと思います。

　新旧対照表の１ページをごらんください。

　奥多摩町町税賦課徴収条例の第32条第５項中「法第23条第１項第16号」を「法第23条第１項第17号」に改め、第39条第２項中「特別の事情」を「、特別の事情」に改め、「同項に規定する期間内において」を削除し、第46条の２第１項中「を当該年度の」の次に「初日の属する年の」を加え、次のページの上段になります、同項第１号を削り、同項第２号を同項第１号とし、同項第３号を同項第２号とする。

　次の、第46条の５第１項中「当該年度の前年度において第46条の２第１項の規定により特別徴収の方法によって徴収された年金所得に係る特別徴収税額に相当する額」を「当該特別徴収対象年金所得者に対して課した前年度分の個人の町民税のうち当該特別徴収対象年金所得者の前々年中の公的年金等に係る所得に係る所得割額及び均等割額の合算額（当該特別徴収対象年金所得者に係る均等割額を第43条第１項の規定により特別徴収の方法によって徴収した場合においては、前々年中の公的年金等に係る所得に係る所得割額）の２分の１に相当する額」に改め、第66条第２項を次のように改める。次のページの上段になります。第２項、町長は、特別の事情がある場合において、前項の納期によりがたいと認められるときは、同項の規定にかかわらず、別に納期を定めることができる。

　次の、第76条を次のように改める。（固定資産評価員の設置）第76条法第404条第１項の規定による固定資産評価員は、同条第４項の規定によりその職務を町長が行うものとする。

　次の、第92条第１項第１号中「で年齢18歳未満のもの」を削除し、附則第17条第１項中、次の４ページの上段になりますが、「法第23条第１項第16号」を「法第23条第１項第17号」に改める。

　次の、第２条奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を次のように改正する。附則第４条の見出し中「居宅用財産」を「居住用財産」に改め、同条第４項中「又は第18条の２第１項」を「、第17条の２第１項又は第18条第１項」に、「株式等」を「一般株式等」に改め、「譲渡所得等の金額」の次に「、附則第17条の２第１項に規定する上場株式等に係る譲渡所得等の金額」を加え、５ページの上段になりますが、「附則第18条の２第１項」を「附則第18条第１項」に改める。

　次の、附則第４条の２第４項中「又は第18条の２第１項」を「、第17条の２第１項又は第18条第１項」に、「株式等」を「一般株式等」に改め、「譲渡所得等の金額」の次に「、附則第17条の２第１項に規定する上場株式等に係る譲渡所得等の金額」を加え、「附則第18条の２第１項」を「附則第18条第１項」に改め、附則第５条の4中「附則第17条第１項」の次に「、附則第17条の２第１項」を加え、次の、６ページの上段になりますが、「附則第18条の２第１項」を「附則第18条第１項」に改め、次の附則第14条の３の見出し中「配当所得」を「配当所得等」に改め、同条第１項中「及び次項」及び「おいて、当該上場株式等の配当等の支払を受けるべき年の翌年の４月１日の属する年度分の町民税について当該上場株式等の配当等に係る配当所得につきこの項の規定の適用を受けようとする旨の記載のある第32条第４項に規定する申告書を提出したとき」を削り、「配当所得については、同条第１項」を「利子所得及び配当所得については、第32条第１項」に、「配当所得の金額（以下」を「利子所得の金額及び配当所得の金額として令附則第16条の２の11第３項で定めるところにより計算した金額（以下」に、「上場株式等に係る配当所得の金額」を「上場株式等に係る配当所得等の金額」に、「課税配当所得」を「課税配当所得等」に、「）の100分の３」を「。）の100分の３」に改め、同条第２項中「町民税」を「前項の規定のうち、租税特別措置法第８条の４第２項に規定する特定上場株式等の配当等（以下この項において「特定上場株式等の配当等」という。）に係る配当所得に係る部分は、町民税の所得割の納税義務者が当該特定上場株式等の配当等の支払を受けるべき年の翌年の４月１日の属する年度分の町民税について特定上場株式等の配当等に係る配当所得につき前項の規定の適用を受けようとする旨の記載のある第32条第４項に規定する申告書を提出した場合に限り適用するものとし、町民税」に、次の７ページになります、「上場株式等の配当等」を「特定上場株式等の配当等」に改め、同条第３項第１号、第３号及び第４号中「配当所得」を「配当所得等」に改め、附則第17条の見出し中「株式等」を「一般株式等」に改め、同条第１項中「株式等に」を「一般株式等に」に、「令附則第18条第６項」を「令附則第18条第５項」に改め、８ページになりますが、「当該町民税の所得割の納税義務者が法第23条第１項第17号に規定する特定株式等譲渡所得金額（以下この項において「特定株式等譲渡所得金額」という。）に係る所得を有する場合には、当該特定株式等譲渡所得金額に係る所得の金額（第32条第６項の規定により同条第５項の規定の適用を受けないものを除く。）を除外して算定するものとする。」を削り、「第２項第１号」を「次項第１号」に改め、同条第２項第１号、第３号及び第４号中「株式等」を「一般株式等」に改める。
　８ページの下段になります。附則第17条の２を次のように改める。（上場株式等に係る譲渡所得等に係る個人の町民税の課税の特例）第17条の２当分の間、所得割の納税義務者が前年中に租税特別措置法第37条の11第１項に規定する上場株式等に係る譲渡所得等を有する場合には、当該上場株式等に係る譲渡所得等については、第32条第１項及び第２項並びに第33条の３の規定にかかわらず、他の所得と区分し、前年中の当該上場株式等に係る譲渡所得等の金額として令附則第18条の２第５項に定めるところにより計算した金額（当該町民税の所得割の納税義務者が法第23条第１項第17号に規定する特定株式等譲渡所得金額（以下この項において「特定株式等譲渡所得金額」という。）に係る所得を有する場合には、当該特定株式等譲渡所得金額に係る所得の金額（第32条第６項の規定により同条第５項の規定の適用を受けないものを除く。）を除外して算定するものとする。
　以下この項において「上場株式等に係る譲渡所得等の金額」という。）に対し、上場株式等に係る課税譲渡所得等の金額（上場株式等に係る譲渡所得等の金額（次項において準用する前条第２項第１号の規定により読みかえて適用される第33条の2の規定の適用がある場合には、その適用後の金額）をいう。）の100分の３に相当する金額に相当する町民税の所得割を課する。２項、前条第２項の規定は、前項の規定の適用がある場合について準用する。この場合において、同条第２項中「附則第17条第１項」とあるのは「附則第17条の２第１項」と、「一般株式等に係る譲渡所得等の金額」とあるのは「上場株式等に係る譲渡所得等の金額」と、「租税特別措置法」とあるのは「租税特別措置法第37条の11第６項の規定により読みかえて準用される同法」と読みかえるものとする。
　９ページになります。附則第17条の３から、16ページまでの、第18条までを削除しまして、17ページになります。附則第18条の２第２項中「附則第18条の２第１項」を「附則第18条第１項」に改め、同条を附則第18条とする。
　次の18ページの附則第18条の３を削除し、次の19ページの附則第18条の４第２項中「附則第18条の４第１項」を「附則第18条の２第１項」に改め、20ページの下段になりますが、同条第５項第１号中「附則第18条の４第３項」を「附則第18条の２第３項」に改め、次のページの21ページになりますが、同項第２号中「附則第18条の４第３項」を「附則第18条の２第３項」に、「附則第18条の４第４項」を「附則第18条の２第４項」に改め、同項第３号中「附則第18条の４第３項」を「附則第18条の２第３項」に改め、「に係る」の次に「利子所得の金額又は」を加え、同項第４号中「附則第18条の４第３項」を「附則第18条の２第３項」に改め、同条第６項中「附則第18条の４第３項」を「附則第18条の２第３項」に改め、同条を附則第18条の２とする。
　次の22ページの、附則第18条の５を削除するもので、附則（施行期日）としまして、第１条、この条例は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。
　（１）第１条中第32条第５項及び附則第17条第１項の改正規定平成28年１月１日。
　（２）第１条中第46条の２第１項及び第46条の５第１項の改正規定並びに次条第２項の規定平成28年10月１日。
　（３）第２条の改正規定及び次条第３項の規定平成29年１月１日。
　（経過措置）として、第２条平成28年１月１日前に発行された旧租税特別措置法第41条の12第７項に規定する割引債（同条第９項に規定する特定短期公社債を除く。）について支払を受けるべき同条第７項に規定する償還差益に対して課する個人の町民税については、なお従前の例による。
　２項、この条例による改正後の奥多摩町町税賦課徴収条例（以下「新条例」という。）第46条の２及び第46条の５の規定は、平成28年10月１日以後の地方税法第317条の２第１項に規定する公的年金等（以下この項において「公的年金等」という。）に係る所得に係る個人の町民税の特別徴収について適用し、同日前の公的年金等に係る所得に係る個人の町民税の特別徴収については、なお従前の例による。
　３項、第２条の規定による新条例の規定中個人の町民税に関する部分は、平成29年度以後の年度分の個人の町民税について適用し、平成28年度分までの個人の町民税については、なお従前の例による。

　以上で、議案第77号　奥多摩町町税賦課徴収条例の一部を改正する条例について、提案のご説明を終わります。ご審議の上ご決定を賜わりますよう、よろしくお願いいたします。
○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第77号の質疑を行います。質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第77号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第77号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第77号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第77号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第78号　奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、提案のご説明をいたします。

　理由としまして、地方税法等の一部を改正する法律（平成25年法律第３号）等の施行に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。
　条例説明文もございますが、新旧対照表によりご説明を申し上げたいと思います。

　24ページをお開きください。

　奥多摩町国民健康保険税条例の附則第５項の見出し中「配当所得」を「配当所得等」に改め、同項中「配当所得」を「配当所得等」に改める。附則第８項の見出し中「株式等」を「一般株式等」に改め、同項中「法附則第35条の２第６項」を「法附則第35条の２第５項」に、「株式等」を「一般株式等」に改めるものでございます。

　３ページほど飛びまして、27ページをお開きください。

　附則第17項を附則第19項に改めまして、１ページ戻りまして、26ページの附則第16項中「配当所得」を「利子所得、配当所得及び雑所得」に改め、同項を附則第18項とし、中段の附則第12項から第15項までを2項ずつ繰り下げ、上段の附則第11項中「附則第35条の３第11項」を「附則第35条の３第13項」に、「附則第８項」を「附則第９項」に、「株式等」を「上場株式等」に改め、同項を附則第12項とし、同項の次に次の１項を加える。13項、世帯主又はその世帯に属する国民健康保険の被保険者もしくは特定同一世帯所属者が法附則第35条の３第15項の規定の適用を受ける場合における附則第８項及び附則第９項の規定の適用については、附則第８項中「一般株式等に係る譲渡所得等の金額」とあるのは「一般株式等に係る譲渡所得等の金額（法附則第35条の３第15項の規定の適用がある場合には、その適用後の金額）」と、附則第９項中「上場株式等に係る譲渡所得等の金額」とあるのは「上場株式等に係る譲渡所得等の金額（法附則第35条の３第15項の規定の適用がある場合には、その適用後の金額）」としまして、25ページに戻りまして、附則第10項中「附則第８項」を「附則第９項」に、「株式等」を「上場株式等」に改め、同項を附則第11項とする。附則第９項中「配当所得」を「配当所得等」に改め、同項を附則第10項とし、附則第８項の次に次の１項を加える。25ページの上段になります。（上場株式等に係る譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の特例）第９項世帯主又はその世帯に属する国民健康保険の被保険者もしくは特定同一世帯所属者が法附則第35条の２の２第５項の上場株式等に係る譲渡所得等を有する場合における第３条、第５条、第７条及び第20条の規定の適用については、第３条第１項中「及び山林所得金額」とあるのは「及び山林所得金額並びに法附則第35条の２の２第５項に規定する上場株式等に係る譲渡所得等の金額」と、「同条第２項」とあるのは「法第314条の２第２項」と、同条第２項中「又は山林所得金額」とあるのは「もしくは山林所得金額又は法附則第35条の２の２第５項に規定する上場株式等に係る譲渡所得等の金額」と、第20条中「及び山林所得金額」とあるのは「及び山林所得金額並びに法附則第35条の２の２第５項に規定する上場株式等に係る譲渡所得等の金額」とする。

　また、27ページにお戻りいただきまして、附則としまして、（施行期日）。第１項、この条例は平成29年1月1日から施行する。

　（適用区分）。第２項、改正後の奥多摩町国民健康保険税条例の規定は、平成29年度以降の年度分の国民健康保険税について適用し、平成28年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例による。
　以上で、議案第78号　奥多摩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、提案のご説明を終わります。ご審議の上ご決定を賜わりますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第78号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第78号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第78号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第78号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第78号については原案のとおり可決されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって午後１時から再開といたします。

午前11時56分　休憩

午後１時00分　再開

○議長（前田　悦男君）　午前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第８　議案第79号　奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課長　須崎　政博君　登壇〕

○地域整備課長（須崎　政博君）　議案台79号　奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容についてご説明をいたします。

　提案の理由でございますが、下水道法施行令の一部を改正する政令（平成24年政令第148号）の施行等に伴い規定を整備する必要があるためでございます。
　条例の改め文もございますが、新旧対照表にてご説明いたします。

　新旧対照表の28ページをごらんください。

　（使用料）の第18条第１項の下線の部分、「100分の105を乗じて得た額とする。」を「次の各号に掲げる率を合算した数値に１を加えた数値を乗じて得た額とする。」に改め、（１）消費税法（昭和63年法律第108号）第29条に定める消費税の税率、（２）前号に定める税率に地方税法（昭和25年法律第226号）第72条の83に定める地方消費税の税率を乗じて得た率を追加するものでございます。

　次に、28ページから29ページの別表第５、（第12条の２）関係の下線の部分、別表第５中、39の項を40の項とし、同表27の項から38の項までを１項ずつ繰り下げ、26の項の次に、「27項、１，４－ジオキサン、１リットルにつき0.5ミリグラム以下」を加え、当表に別表第５、備考中「27の項、30の項、31の項及び35の項から39の項までの規定」を「28の項、31の項、32の項及び36の項から40の項までの規定」に定めるものでございます。

　奥多摩町下水道条例（平成８年条例第27号）（以下条例という。）で定める文言を追加し、改めるものでございます。
　附則といたしまして、29ページの（施行期日）について、第18条について、公布の日から施行し、別表第５表について、平成25年４月１日から適用するものでございます。また、この条例の（経過措置）について、２項、この条例による改正後の奥多摩町下水道条例第18条の規定は、平成26年５月１日（以下「基準日」という。）後の汚水の排出に係る同年6月分の使用料から適用し、基準日以前の汚水の排出に係る使用料又は同年５月分として算定する使用料については、なお従前の例による。３項、前項の規定による使用料の算定にあたっては、算定期間の各月の汚水排出量は均等に排出したとみなす、を加えるものでございます。
　以上で、議案第79号の説明を終わります。ご審議の上ご決定を賜わりますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第79号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第79号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第79号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第79号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第79号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第80号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　井上　永一君　登壇〕

○総務課長（井上　永一君）　議案第80号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明を申し上げます。
　提案の理由でございますが、安全・安心まちづくり推進協議会委員の報酬について、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、奥多摩町犯罪のない安全・安心まちづくり条例に規定する安全・安心まちづくり推進協議会委員の報酬を定めるものでございます。

　条例改め文もございますが、新旧対照表でご説明をいたします。

　新旧対照表の30ページをごらんください。

　別表中、国民保護協議会委員の次に、「安全・安心まちづくり推進協議会委員」を加えるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行し、平成25年８月１日から適用するものでございます。
　以上で、議案第80号の説明を終わらせていただきます。ご審議をいただきご決定を賜わりますよう、お願い申し上げます。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第80号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第80号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第80号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第９　議案第80号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第80号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議案第81号　奥多摩町職員の分限に関する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　井上　永一君　登壇〕

○総務課長（井上　永一君）　議案第81号　奥多摩町職員の分限に関する条例につきまして、提案のご説明をいたします。
　提案理由でございますが、職員の分限処分の内容、手続き及び効果等について、必要な事項を定めるため規定を整備する必要があるためでございます。
　東京都人事委員会勧告で、職責・能力・業績主義の深化に向け、現在の条例で規定されている後任・免職・休職に加え、組織的な指導・育成の取り組みにもかかわらず、なお業績不良が改善されない職員への対応として、公務能率を維持し、改善意欲を促すため、地方公務員法で規定されているものの、これまで条例で未整備であった降給について導入し、分限処分の制度をこれまで以上にきめ細かく運用していくことが必要であるとされたことにより、降給について規定するとともに、条例の全部を見直す必要があることから改正するものでございます。
　次のページをお開きください。全部を改正する条例ですので、この条例の要旨をご説明させていただきます。

　第１条は、趣旨として、地方公務員法の規定に基づき、職員の意に反する分限処分の手続及び効果等について定めることを規定するものでございます。
　第２条は、この条例に該当する職員は、条件付き採用職員、臨時職員以外の一般職の職員であることを規定しております。
　第３条は、意に反して後任及び免職できる場合を法の規定により例示しており、その対象者として、第１項では勤務実績がよくない場合、第２項では心身に故障があり職務の遂行に耐えられない場合、第３項では、第１項、第２項に規定するもののほか適格性を欠く場合、第４項では定数の改廃により廃職また過員を生じた場合と規定しております。
　第４条は、意に反して休職できる場合を法の規定により例示しており、第１項では心身の故障により長期の休養を要する場合又は刑事事件で起訴された場合、第２項では水難、火災等で生死不明、所在不明となった場合と規定しております。
　第５条は、第１項では休職の期間を定めており、心身の故障に起因する場合の休職の期間、生死不明または所在不明となった場合の休職は最長３年間、刑事事件に関し起訴された場合は裁判所に係属している期間とし、第２項及び次ページの第３項では、心身の故障に起因して休職した職員が３年を経過せず復職を命じられ復職した後、さらに同じ理由で休職をする場合は、通算で３年を超えない期間で更新できると規定するものでございます。
　第６条は、休職者の身分、給与、復職等について規定をしております。
　第７条では、意に反する降給についての規定で、１号では勤務成績がよくない場合、２号では心身の故障で服務の遂行に支障がある場合と規定しております。
　第８条は、降給の範囲は対象職員が現在受けている給料の直近下位からその等級の最低号級の間で、処分内容に応じて行うことの規定です。

　第９条は、分限処分を行う場合には、対象の職員にその内容を記載した書面を交付し行うことの規定です。

　第10条は、失職の特例として、１項では禁錮以上の刑に処せられたものの、その罪が過失によるもの、又は刑の執行を猶予されたものについては職を失わないことができること、２項では、その者が刑の執行を取り消されたときはその日で職を失うことの規定となります。

　第11条は、この条例の施行に関する任命権者への委任について定めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。
　以上で議案第81号の提案説明を終わります。ご審議をいただきご決定を賜わりますようお願いいたします。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第81号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第81号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第81号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第10　議案第81号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第81号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第82号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約、日程第12　議案第83号　東京都市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約、日程第13　議案第84号　東京都市町村公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約、以上３件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　井上　永一君　登壇〕

○総務課長（井上　永一君）　議案第82号から議案第84号までの３件は、内容に同一性がございますので、一括して提案のご説明をさせていただきます。

　議案第82号　東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を改正する規約につきまして、提案のご説明をいたします。

　提案理由でございますが、東京都市町村議会議員公務災害補償等組合に多摩六都科学館組合が加入すること、阿伎留病院組合の名称変更及び用語の整備に伴い、東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する必要が生じたためでございます。
　改正内容でございますが、新旧対照表の31ページをごらんください。第２条、第３条、第５条、第６条、第９条、第13条及び第14条の改正は、それぞれ「組織団体」を「構成団体」に改める文言の整理でございます。

　この改正は、地方自治法の改正により、一部事務組合を組織する地方公共団体が構成団体と定義されたことに伴うものでございます。

　32ページをごらんください。別表第１中、「組織団体」を「構成団体」に、「阿伎留病院組合」の名称を「阿伎留病院企業団」に改め、末尾の「稲城・府中墓苑組合」を「稲城・府中墓苑組合多摩六都科学館組合」に改め、別表第２中、選挙区の第１区「阿伎留病院組合」を「阿伎留病院企業団」に、第２区「稲城・府中墓苑組合」を「稲城・府中墓苑組合多摩六都科学館組合」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この規約の施行日は、平成26年４月１日といたしますが、別表第１及び別表第２の「阿伎留病院組合」を「阿伎留病院企業団」に改める改正規定につきましては、平成25年８月１日から適用するものでございます。

　以上で、議案第82号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第83号　東京都市町村職員退職手当組合規約の一部を改正する規約につきまして、提案のご説明をいたします。

　提案理由でございますが、阿伎留病院組合が、平成25年８月１日をもって名称変更したこと及び所要の改正を行う必要があることから、地方自治法第290条の規定に基づき本案を提出するものでございます。

　改正内容でございますが、新旧対照表の34ページをごらんください。

　第２条、第３条、第５条、第６条、第９条、第14条及び第15条第１項の改正は、それぞれ「組織団体」を「構成団体」に改める文言の整理でございますが、これも地方自治法の改正の伴うものでございます。

　第15条第３項の規定は、特別負担金の納入について、内容を整理し改めるものでございます。

　35ページをごらんください。別表第１中「組合を組織する地方公共団体」を「構成団体」に、「阿伎留病院組合」の名称を「阿伎留病院企業団」に改め、別表第２第１区中の「阿伎留病院組合」を「阿伎留病院企業団」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この規約の施行日は東京都知事の許可のあった日からといたしますが、別表第１及び別表第２の「阿伎留病院組合」を「阿伎留病院企業団」に改める改正規定につきましては、平成25年８月１日から適用するものでございます。

　以上で、議案第83号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第84号　東京都市町村公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約につきましては、提案のご説明をいたします。

　提案理由でございますが、阿伎留病院組合より、平成25年８月１日をもって地方公営企業法に規定する企業団へ移行することに伴い、東京都市町村公平委員会の共同設置から脱退したい旨の申請があったため、東京都市町村公平委員会共同設置規約を変更する必要があるので、地方自治法第252条の７第３項の規定に基づき本案を提出するものでございます。
　改正内容でございますが、新旧対照表の36ページをごらんください。

　別表中「小笠原村阿伎留病院組合」を「小笠原村」に改め、「阿伎留病院組合」を削除するものでございます。
　附則といたしまして、この規約は、東京都知事へ届け出の日から施行し、平成25年８月１日から適用するものでございます。

　なお、ただいま上程の３議案の規約改正につきましては、構成団体個々の議会の議決を経た後、各組合等で議決書を取りまとめ、東京都知事へ届け出、または許可を受けた日から施行することとなります。

　以上で、議案第82号から議案第84号までの提案説明を終わらせていただきます。ご審議をいただきご決定を賜わりますよう、お願い申し上げます。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第82号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第82号の質疑を終結します。

　次に、議案第83号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第83号の質疑を終結します。

　次に、議案第84号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第84号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第82号から84号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第11　議案第82号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第82号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　議案第83号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第83号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第13　議案第84号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第84号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第14　議案第85号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）、日程第15　議案第86号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第16　議案第87号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第17　議案第88号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第18　議案第89号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第19　議案第90号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上６件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。加藤副町長。

〔副町長　加藤　一美君　登壇〕

○副町長（加藤　一美君）　それでは、議案第85号から議案第90号までの、平成25年度奥多摩町一般会計並びに特別会計の補正予算について、提案のご説明を申し上げます。

　初めに、議案第85号　平成25年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）について申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,675万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ61億2,417万6,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。
　１ページをごらんください。歳入の説明をさせていただきます。
　歳入では、国庫支出金のうち国庫補助金は地域の元気臨時交付金などの増によりまして8,838万6,000円を追加し、国庫支出金の計を１億9,994万4,000円に、都支出金のうち都補助金は電源立地地域対策交付金、児童福祉費補助金、消防費補助金等の増によりまして838万円を追加、その下の都委託金は3,000円を追加し、都支出金の計を24億3,904万3,000円に、財産収入のうち財産売払収入は７万4,000円を追加し、財産収入の計を4,119万5,000円に、繰入金のうち基金繰入金は2,140万円を減額し、繰入金の計を１億5,574万2,000円とするもので、予算調整により当初見込んでいた基金の取り崩し分をそれぞれの基金に戻すものでございます。
　諸収入のうち受託事業収入は、多摩の森林再生事業及び花粉症発生源対策事業の減に伴い2,886万4,000円を減額、雑入は17万9,000円を追加し、諸収入の計を３億6,788万8,000円とするもので、今回の歳入補正額が4,675万8,000円を追加し、歳入の合計を61億2,417万6,000円とするものでございます。

　２ページをごらんください。歳出の説明をさせていただきます。

　総務費のうち、総務管理費は寄附を受けた棚沢地内の倉庫や小屋が老朽化しているための解体、及び旧小河内中学校に小河内振興財団事務所を移設するための工事請負費等の増によりまして2,275万2,000円を追加、徴税費は３万9,000円を追加、統計調査費は2,000円を追加するもので、総務費の計を８億4,117万8,000円に、民生費のうち社会福祉費は過年度分の国・都への補助金返還等に伴い870万4,000円を追加、児童福祉費は保育所措置費等の増によりまして378万2,000円を追加、国民年金費は１万円を追加するもので、民生費の計を10億8,663万円に、衛生費のうち保健衛生費は51万8,000円を減額、清掃費はごみ処理委託料、西秋川衛生組合負担金等によりまして1,285万9,000円を追加、病院費は患者用の送迎車両を購入するため病院会計へ出資金204万5,000円を追加するもので、衛生費の計を６億2,874万6,000円に、農林水産業費のうち農業費は、委託料及び軽トラック購入等の増によりまして448万3,000円を追加、林業費は多摩の森林再生事業及び花粉症発生源対策事業等の減によりまして3,683万5,000円を減額するもので、農林水産業費の計を６億7,747万円に、商工費のうち観光費はもえぎの湯給排水工事等の増で2,443万円を追加するもので、商工費の計を７億1,407万5,000円に、土木費のうち土木管理費は人件費の減などによりまして346万5,000円を減額、道路橋梁費は３万円を追加、住宅費は町営住宅の修繕により194万円を追加、下水道費は設計委託料として350万円を追加するもので、土木費の計を８億1,624万9,000円に、消防費は59万4,000円を減額し、消防費の計を２億3,424万9,000円に、教育費のうち教育総務費は90万円を追加、３ページに移りまして小学校費は91万7,000円を追加、中学校費は８万3,000円を追加、給食費は給食業務委託料の減に伴い259万円を減額、社会教育費は指定文化財等整備事業費補助金等の増に伴いまして284万8,000円を追加、保健体育費は55万1,000円を追加するもので、教育費の計を７億1,268万8,000円に、公債費は財源の組み替えを行うもので増減はなく、公債費の計を２億9,229万1,000円に、予備費は予算調整によるもので88万5,000円を追加し、予備費の計を1,281万2,000円とするもので、今回の歳出補正額は歳入補正額と同額の4,675万8,000円を追加し、歳出の合計額を歳入の合計額と同額の61億2,417万6,000円とするものでございます。

　以上で議案第85号の説明を終わります。
　次に、議案第86号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。

　今回の奥多摩都民の森特別会計補正予算につきましては、事業の内容を変更するもので、歳入歳出とも合計額に増減はございません。

　また、歳入の内容に変更はなく、歳出の内容のみ変更となります。

　１ページをごらんください。歳出の説明をさせていただきます。
　総務費のうち利用管理費は職員手当等を40万円追加し、事業費を40万円減額するもので、増減はなく、歳出の合計額は6,997万2,000円と変更はございません。

　以上で、議案第86号の説明を終わります。

　次に、議案第87号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。
　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。

　今回の奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計につきましても、事業内容を変更するもので、歳入歳出とも合計額に増減はございません。

　また、歳入の内容に変更はなく、歳出の内容のみの変更となります。

　１ページをごらんください。歳出の説明をさせていただきます。
　総務費のうち一般管理費は職員手当等を18万3,000円追加し、利用管理費は臨時職員賃金等を17万9,000円追加し、総務費の計を１億6,225万8,000円とするもの、予備費は予算調整により36万2,000円を減額し、予備費の計を59万3,000円とするもので、歳出の合計額は１億6,285万1,000円と変更はございません。

　以上で、議案第87号の説明を終わります。

　次に、議案第88号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、ご説明させていただきます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ5,324万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ9億4,054万円とするものでございます。２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。

　１ページをごらんください。歳出のご説明をさせていただきます。
　繰入金のうち、基金繰入金は5,324万6,000円を追加し、繰入金の計を１億2,327万円とするもので、歳入の合計額を９億4,554万円とするものでございます。

　２ページをごらんください。歳出のご説明をさせていただきます。

　保険給付費のうち、療養諸費は一般保険者料補給付費を2,500万円追加し、高額療養費は退職被保険者等高額療養費を250万円追加するもので、保険給付費の計を６億2,215万5,000円に、共同事業拠出金は1,800万円を追加するもので、共同事業出資金の計を１億1,835万7,000円に、諸支出金のうち償還金及び還付金は774万6,000円を追加し、諸支出金の計を3,001万1,000円とするもので、歳出の合計額を歳入と同額の９億4,054万円とするものでございます。

　以上で、議案第88号の説明を終わります。

　次に、議案第89号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、ご説明させていただきます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。

　今回の奥多摩町下水道事業特別会計補正予算につきましても、事業内容を変更するもので、歳入歳出とも合計額に増減はございません。

　また、歳入の内容に変更はなく、歳出の内容のみ変更となります。

　１ページをごらんください。歳出の説明をさせていただきます。
　総務費のうち総務管理費は７万4,000円を追加し、総務費の計を１億354万4,000円に、公債費は65万5,000円を減額し、公債費の計を１億9,264万2,000円に、予備費は予算調整により58万1,000円を追加し、予備費の計を230万円とするもので、歳出の合計額は12億2,800万円と変更はございません。
　以上で、議案第89号の説明を終わります。

　次に、議案第90号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）について、ご説明させていただきます。

　第１条、平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによるものであります。

　第２条、平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもので、収入のうち医業収益を429万3,000円追加し、医業収益の計を２億9,728万7,000円に、病院事業収益の合計額を４億7,229万3,000円に、支出のうち医療費用を歳入と同額の429万3,000円追加し、医療費用の計を４億6,605万6,000円に、病院事業費費用の合計額を４億7,229万3,000円にするものでございます。

　第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもので、資本的収入のうち都支出金は105万5,000円を追加し、都支出金の計を324万円に、町出資金は204万5,000円を追加し、町出資金の計を904万5,000円に、資本手金収入の合計額を1,447万円とするものでございます。

　次のページをごらんください。支出のご説明をさせていただきます。

　資本的収入のうち建設改良費は310万円を追加し、建設改良費の計を1,600万9,000円に、資本的収入の合計額を3,460万円にするものでございます。

　次に、第４条は、予算第６条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費、１、職員給与費「２億5,995万5,000円」を「２億5,912万7,000円」に改めるものでございます。

　次に、第５条は、予算第８条に定めた棚卸資産購入限度額「4,434万円」を「4,866万円」に改めるものでございます。

　以上で、議案第90号の説明を終わります。
　以上で、議案第85号から議案第90号までの一般会計並びに特別会計について、補正予算の提案のご説明をさせていただきました。いずれも今後の事業執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜わりご審議をいただきご決定を賜わりますよう、お願い申し上げます。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の議案第85号から議案第90号までについては、会議規則37条の規定により、所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開催する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第85号から議案第90号までについては、連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査が終了するようお願いいたします。

　次に、日程第20　議案第91号　名坂線林道開設工事請負契約の変更について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第91号　名坂線林道開設工事請負契約の変更について、をご説明させていただきます。
　提案の理由につきましては、平成25年８月21日に締結したこの契約について、内容の一部に変更が生じたことに伴い、予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　変更の内容でございますが、変更前の金額が4,672万5,000円、変更後の金額が5,380万3,050円となります。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波45番地、佐久間建設株式会社、代表取締役、佐久間一三氏です。

　変更工事の概要につきましては、所管の課長より説明をさせていただきます。

　ご審議の上、ご決定をいただけますよう、お願いいたします。

○地域整備課長（須崎　政博君）　それでは議案第91号の工事及び変更概要につきまして、ご説明申し上げます。

　工事件名につきましては、名坂線林道開設工事第１回設計変更でございます。

　工事の場所につきましては、奥多摩町大丹波841番先でございます。

　増工に伴い、工期は平成26年2月28日が平成26年３月25日までとなります。
　当初の工事概要ですが、昨年度からの継続事業で、工事延長が149.2メートル、標準幅員が3.7メートルでございます。

　変更理由につきましては、東京都産業労働局の生産基盤整備事業で財政支援を受け、補助率10分の10、東京都でも重点事業と位置づけており、早期の完成を目指しているところです。今年度当初の工事費の内示は5,000万円でしたが、立木補償・立木伐採が完了したことと附帯事業費等を工事費に充当することが可能となったため、5,369万6,000円の変更内示をいただきました。全体計画の早期完了に努めるため、当初設計を延伸し、増工し、変更設計を行うものです。

　変更内容につきましては工事延長延伸5.5メートルにより、土砂の掘削量及び土砂搬出405立米の増、法枠吹付工施行面積101.4平米、Ｌ型側溝工26.3メートル及び工期延期に伴う交通誘導員の増加20人が変更増工となります。

　次のページをお願いいたします。案内図です。施工箇所となります。

　次のページをお願いいたします。平面図です。当初工事延長は149.2メートルでしたが5.5メートル延伸し、延長は154.7メートルとなります。変更部分に関しては赤色で表示してあります。

　次のページをお願いいたします。縦断面図です。変更工事終点は赤色にて図示しております。

　次のページをお願いいたします。標準横断図です。工事の表段的な横断図です。変更はありません。

　次のページをお願いいたします。横断図です。変更部分の横断図、４分の４の図面右上に横断図を追加しております。

　次のページをお願いいたします。道路展開図でございます。変更部分は、Ｌ型側溝と吹付法枠工を赤色で追加しております。

　次のページをお願いいたします。法枠吹付工構造図です。

　最終ページになりますが、延伸したことにより、法枠吹付工が増高となりますので、構造図を追加しております。

　以上で、議案第91号の説明を終わります。ご審議をいただきましてご決定を賜わりますよう、よろしくお願いします。

○議長（前田　悦男君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第91号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第91号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第91号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第20　議案第91号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（前田　悦男君）　起立多数であります。よって、議案第91号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第21　陳情書の受付について、を議題とします。

　陳情文書表を事務局長に朗読させます。事務局長。

○議会事務局長（原島　　肇君）　議請願第２号　平成25年12月10日、奥多摩町議会議員殿。奥多摩町議会議長、前田悦男。
請願書・陳情書の受付について。
議会に提出された陳情１件について、下記のとおり受け付けたので報告する。
奥多摩町議会第４回定例会。

請願陳情文書表。

番号、陳情第２号、受付年月日、平成25年11月22日、件名、介護保険制度に関する陳情書、請願・陳情人、紹介議員の氏名、羽村市小作台５の21の６、西多摩社会保障推進協議会会長、伊藤秀幸。
以上です。

○議長（前田　悦男君）　以上で朗読は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第２号については、会議規則第37条の規定により、所管の常任委員会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田　悦男君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第２号については、所管の経済厚生常任委員会に審査を付託することに決定しました。
　今定例会中に審査を終了するようお願いいたします。

　以上で本日の日程は全て終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は12月13日となっておりますので、明日12月11日と12日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（「異議なし」との声あり）

○議長（前田　悦男君）　異議なしと認めます。よって、明日12月11日と12日の２日間は休会とすることに決定しました。
　なお、本会議２日目は12月13日午前10時より開議しますのでご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午後１時57分　散会
地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長
　　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　　奥多摩町議会議員
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